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【眼科の新しい検査法】 
網膜疾患
眼底血流
レーザードップラー法による網膜循環動態について教えてください

長岡泰司, 十川健司



はじめに

糖尿病網膜症や網膜静脈閉塞症などさまざまな眼疾患

の病態に眼循環の異常が関与しており，病態把握や治療

効果の判定など，眼循環を測定する臨床的意義は今後ま

すます大きくなるものと考えられる．最も臨床で広く用

いられている眼循環評価法は蛍光眼底造影検査である

が，造影剤による吐き気やまれにショックを起こすこと

があるなど，侵襲的な検査法であり頻回に行える検査で

はない．また，蛍光眼底造影では無潅流領域の検出など

血流を定性的に評価することには優れているが，血流の

変化を数値化し定量的に評価することはできない．極端

な例をあげると，緑内障患者を治療する際，もしも眼圧

を定量的に評価できなければ，われわれは何を基準にし

て緑内障診療を進めたらよいか，途方に暮れるであろ

う．また，心血管障害や脳血管障害のリスクファクター

である高血圧のコントロールの重要性が広く認識された

のも，全身血圧を簡便に数値で評価できるからである．
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したがって，眼循環動態を定量的に評価することによ

り，眼科診療に重要な情報を与えてくれる可能性があ

り，これまでにいくつもの眼測定法の開発が試みられて

きたいそのなかでも，本稿で取り上げるレーザードップ

ラー法による眼循環測定方法は，移動する物体にある周

波数を持った光を照射すると，物体に移動速度に比例し

て周波数がシフトするという有名なドップラー効果を応

用し，赤血球の移動速度を血流速度として捉え，非侵襲

的に網膜の血流の動きを捉えうる測定法である．今から

約４０年前，Ｒｉｖａらによりレーザードップラー網膜血流

速度測定装置(LaserDopplerVelocimetry：LDV)が

開発され，網膜血管内を流れる血液の速度を非侵襲的に

かつ定量的に評価することが可能となった')．現在臨床

で用いられているレーザードップラー法の原理を用いた

網膜循環動態の測定方法としては，ＬＤＶに加えて，走

‘査レーザー検眼鏡とレーザードップラー血流測定を組み

合わせて網膜および視神経乳頭の組織血流を測定するこ

とのできるScanningLaserDopplerFlowmeter(Heidel‐

bergRetinaFlowmeter：HRF)が臨床応用されている2)．

1．レーザードップラー法を用いた網膜循環測定は非侵

壷的かつ定量的な眼循環測定法である．

2．臨床で用いられているレーザードップラー法を用い

た網膜循環測定装置にはLaserDopplerVelocime‐

ｔｒｙ(LDV）とHeidelbergRetinaFlowmeter(HRF）

がある．

3．ＬＤＶでは網膜血管の血管径，血流速度，血流量の

絶対値を測定できる．’

4．ＨＲＦでは任意の場所の網膜組織血流動態を描出で

きるが，測定値は単位のない相対値であり，患者問

で比較するには適さない．
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レーザードップラー法の原理
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血管内を流れる赤血球にレーザー光を照射すると，赤

血球から反射してきたレーザー光は赤血球の速度に比例

して周波数が偏位するというドップラー偏位現象が応用

されている．ＬＤＶでは測定部位において２方向から反

射レーザー光のドップラーシフトを検出することで１本

の血管内を流れる血流速度の絶対値を測定でき，これは

Bi-directionalmethod(2方向観察法）といわれ，同時
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